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＜要旨＞ 

超高齢化社会に伴い、変形性膝関節症・変形性股関節症の有病率は増加の一途をたどっている。これ

らの患者の移動能力を取り戻し、社会生活に復帰させる根本的な治療として、人工膝関節・人工股関節

が世界的にも広く行われており、我が国では、それぞれ年間約 9 万人、6 万人の方が、手術を受けてい

る。しかし、人工膝関節・人工股関節は、人工物であるが故に他の工業製品と同様に永遠に機能するも

のではなく、耐用年数の問題がある。耐用年数をより長くさせるには、1)人工関節材料の発展、2)人工

関節を正確に骨に設置する技術の向上、の 2 つが必要である。我々は、この 2 つの要素にフォーカスを

絞って、最先端の研究を行っている。 

＜研究シーズ説明＞ 

超高齢化社会に伴い、変形性膝関節症・変形性股関節症の有病率は増加の一途をたどっている。下肢

関節の変形性関節症は、高齢者の移動能力を著しく低下させ、引きこもりや、意欲の低下、鬱状態を引

き起こしてしまう。変形性膝関節症・変形性股関節症の患者の移動能力を取り戻し、社会生活に復帰さ

せる根本的な治療として、人工膝関節・人工股関節が世界的にも広く行われており、我が国では、それ

ぞれ年間約 9万人、6万人の方が、手術を受けている。  

 しかし、人工膝関節・人工股関節は、人工物であるが故に他の工業製品と同様に永遠に機能するもの

ではなく、耐用年数の問題がある。人工関節が破損すると、再手術が必要になってしまう。 

 耐用年数をより長くさせるには、１）人工関節の材料の発展、２）人工関節を正確に骨に設置する技

術の向上、の２つが必要である。 

 我々は、この 2つの要素にフォーカスを絞って、最先端の研究を行っている。 

＜アピールポイント＞ 

1) 人工関節の褶動面材料である超高分子ポリエチレンが摩耗して発生する摩耗粉は、人工関節周囲の

骨を溶かし人工関節を破綻させる。これまで観察が困難とされてきた摩耗粉を分析する新たな方法を開

発し、世界に先駆けて論文を多く発表してきた。 

2)人工関節をより正確に設置するための革新的な方法である、A)3Dプリンタを用いたカスタムメードの

手術器械、B)ナビゲーションシステム、を様々な企業と共同開発を行ってきた。 

＜利用・用途・応用分野＞ 

１）人工関節の材料の発展 

 我々は、生体材料から高分子ポリエチレン摩耗粉を単離する独自の分析技術を持っている。人工関節

新規材料の臨床的評価を行うことが可能である。 

２）人工関節を正確に骨に設置する技術の向上 

 我々がこれまで培ってきた技術・知識で、新たな可能性のある人工関節手術に関連する器械を開発す

ることが可能である。人工膝関節・人工股関節を合わせると、我が国で年間 15 万人の方が手術を受け

ており、その数は年々増加している。新しい器械の開発に成功すれば、その市場は非常に大きいと考え

られる。 
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